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[要約]地中海地域の トールz_ェ 塁_生 自生集団が持つ冠さび病抵抗性遺伝子を既存

の罹病性品種群に導入するための育種素盪を後代検定によつて見いだした。

背景 t__ね らい

地中海地域のトールフェスク(L壺理塁理型璽上豊鯉■)自 生集団は冠さび病に墨」虹L
壁 ronata)の 高度抵抗性遺伝子を持っているが、我が国で従来から利用されてきた品種群 と

の間に雑種不稔が起こるために、育種素材 として利用することができなかった。本研究の

目的は地中海地域自生集団を育種素材化し、既存の品種群へ抵抗性の導入を可能にするこ

とである。

成果の内容・特徴

地中海地域の自生集団に由来する11栄養系 (以下、地中海型 とする)と 既存の品種群由

来の 3栄養系 (以 下、既存型 とする)と の F133組 合せ正逆66系統の種子稔実率及び冠さび

病抵抗性を検討 した結果、生殖的分化のレベルが既存型に属し、既存型 (冠 さび病罹病性)

栄養系とのFlに おいて多数の抵抗性個体が得られた 2栄養系を見いだした。

α)栄養系"52"は 、アルジェリアの自生集団を素材 として英国で育成 した系統 Syn l出 来

する。冠さび病に対 して罹病性であるが、Kentucky 31及 びAberystwyth S170に 由来す

る 3栄養系との 3組合せ 6F,系統の種子稔実率が32.8～ 48.4%で 、2.4～ 39。 1%の 個体
が抵抗性であった (表 1、 2)。

″)栄養系"U67"は モロッコの自生集団であるP1316425に 由来する。僅かに冠さび病の病

斑がみられることがあるが、既存品種栄養系と比べてその程度は極めて軽微で、抵抗性と

言える。既存型 との 6 Fl系統の種子稔実率が44.9～ 57.2%で 、30.4～ 78.4%の 個体が抵

抗性であった (表 1、 2).

β)そ のほかの地中海型 9栄養系においても、既存型 との Flの抵抗性個体率が47.7%以上

であったが、 Flの種子稔実率が極めて低かったので、これらの抵抗性遺伝子を利用する

ためには、育種的手法によつて稔性回復を図る必要がある (表 1)。

成果の活用画・留意点

(1)ト ールフェスクの冠さび病抵抗性育種素材 として利用できる。

(2)Flに おいて抵抗性が優性的に発現 したことから、真性抵抗性もしくはそれに近い遺伝

をすると考えられるので、菌の病原性との交互作用を検討する必要がある。
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E具体的なデータ]

表 1.地中ヤ妙鬱或エコタイプ由来11栄養系及び既存品種3栄養系の冠さび病抵抗性 ,`如tの抵抗性個体率
及び種子稔性

栄養系 由来品種 収集地または育成地 冠さび病 雑種後代の冠さび 既存品種との ''83301"と のFl
・系統            抵抗性1)病抵抗性個体率2)Flの種子稔性3)の種子稔性3)

(地中海地域エコタイプ由来栄養系)

52 Syn l   英国 (」υフリカ集団由来)
N312 CPl 18948 アルジェリア

U22 P1231“7 モロッコ
U67 P131625 モロッコ
U107 P1231田7 アルジェリア
U126 P1292∞2 イスラエル
U154 1RA 76033 イラン

83306 Lironde  フランス(ゴυフリカ集団由来)
83301 Gloria  フランス(1レフリカ集団由来)
833“ Bn 272  チュニジア
U170 P1232552 アルジェリア
(既存品種由来栄養系)

Kentuc聰31 米国
島。S170  英国
Kentuc貯31 米国
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1)病徴の程度によって分類 ,R:抵抗性 ,PR:病斑僅か,S:罹病性。
2)''119・,''M7"及び "N63''と の正逆組み合せ6 Fl系統の抵抗性個体率の平均値 .
3)F:種子稔実率10,0%以上 ,PF:同 1.0～10,0%,S:同1.0%未満。

表2。 "52"及び''U67"と 既存品種由来3栄養系とのFl系統における冠さび病抵抗性個体率

交雑組合せ 抵抗性個体率   交雑組合せ 抵抗性個体率   交雑組合せ 抵抗性個体率
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